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伊勢湾・三河湾のイカナゴの資源管理に関する

広域漁業調整委員会指示について

１．資源管理の概要

伊勢湾・三河湾は、東北海域、瀬戸内海とともに日本におけるイカナゴの主要漁

場の一つであり、愛知県、三重県の主に船びき網漁業で漁獲され、煮干加工用、養

殖餌料用として利用されているが、これまで年間の漁獲量は極めて大きく変動して

きた。

これまで、漁獲物の安定供給及び漁家経営の安定化を目的に、資源回復計画（平

成１８年度～平成２３年度）から引き続いて、資源管理計画に基づく下記２の取組

を行ってきた。

なお、平成28年以降は、自主的管理措置による禁漁により、漁獲は行われていな

い。

２．資源管理の取組内容

（１）終漁時残存資源尾数の確保

当歳魚の残存資源尾数が２０億尾を下回ると認められる日を操業禁止の開始日

として設定。

（２）保護区の設定

親魚保護のための保護区を設定。

（３）保護育成期間の設定（保護休漁）

市場価値の低い漁獲サイズ期に一定の保護育成期間を設定。

３．広域漁業調整委員会指示の概要

上記２（１）「終漁時残存資源尾数の確保」の取組に関し、両県の漁業者による

協議にて終漁日を設定しているが、法的担保措置を継続することで、これまでの資

源管理の取組を確実なものとする。このため、漁業法第百二十一条に基づく広域漁

業調整委員会指示を行う。

① 委員会会長は、必要に応じ、イカナゴの残存資源尾数が２０億尾を下回ると

認められる日を定める。

② 委員会会長は、①の日を定めたときは、遅滞なく、当該日から１１月３０日

までの間、イカナゴの採捕を目的とした操業を禁止する旨、関係漁業者に通知

する。

③ 関係漁業者は、上記②の通知により、イカナゴの採捕を目的とした操業が禁

止された期間中は、当該操業を行わない。

（注：平成28年以降、自主的管理措置による禁漁が行われてきたため、本委員会

指示に基づく「会長が定める日」は定めていない。）
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第１  知事許可漁業の漁業種類 

【船舶ごとに許可を要する漁業】 

漁 業 種 類 船舶のトン数等制限 

法
定
知
事
許
可
漁
業

中

型

ま

き

網

かつお・まぐろまき網   （定数） 

外海火光利用あぐり網   （定数） 

外海火光利用夏あぐり網  （定数） 

 1 そうまき 40 トン未満 

 2 そうまき 20 トン未満 

 

伊勢湾口火光利用あぐり網   （定数） 

伊勢湾口火光利用夏あぐり網  （定数） 

いわしあぐり網   （定数） 

魚目あぐり網   （準定数） 

たい巾着網   （準定数） 

 1 そうまき  34 トン未満 

 2 そうまき  20 トン未満 

 ただし、伊勢湾口火光利用 

夏あぐり網は、 

 1 そうまき 20 トン未満 

2 そうまき 15 トン未満 

小

型

機

船

底

び

き

網

その他の小型機船底びき網 

まめ板網  （定数） 

10 トン未満 

 但し木曽三川内水面における

貝けた網は 5 トン未満、餌料け

た網は 3 トン未満 

 

伊勢湾内の推進機関は、 

260 キロワット以下 

（60 馬力以下） 

手繰第１種 たたき網  （定数） 

手繰第２種 備前網   （定数） 

えびびき網   （定数） 

自家用餌料びき網 

手繰第３種 貝けた網 

なまこけた網 

なまこ・かきけた網 

噴射ポンプ式貝けた網 

餌料けた網 

知
事
許
可
漁
業

機

船

船

び

き

網

ばっち網  （定数） 

ばっち網（しらす）  （定数） 

いわし・いかなご船びき網 （定数） 

しらす船びき網  （定数） 

共内しらす船びき網 

10 トン以上 20 トン未満 

10 トン以上 20 トン未満 

3 トン以上 10 トン未満 

3 トン以上 10 トン未満 

3 トン以上 10 トン未満 

伊勢湾口いわし・いかなご船びき網 3 トン以上 20 トン未満 

親いかなご船びき網 10 トン以上 20 トン未満 

しらうお船びき網 10 トン未満 

さより船びき網 （準定数）  15 トン未満、但し共同漁業権

内におけるものは 10 トン未満 

いわし船びき網 

一そういわし船びき網 

3 トン以上 10 トン未満 

小
型

ま
き
網

火光利用小型あぐり網 5 トン未満 

（参考２）
三重県漁業許可事務の手引き（抜粋）
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